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5月28日　
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５
月
２８
日
（
木
）

共
済
部
会
１７
時
。
第
１７
回
理

事
会
１９
時
３０
分
。

５
月
２９
日
（
金
）

月
例
研
究
会
１９
時
。

５
月
３０
日
（
土
）

在
宅
医
療
・
介
護
セ
ミ
ナ
ー

１８
時
３０
分
。

６
月
２
日
（
火
）

公
害
環
境
対
策
部
会
１９
時
。

６
月
３
日
（
水
）

地
域
医
療
対
策
部
会
１９
時
３０

分
。

６
月
４
日
（
木
）

歯
科
臨
床
研
究
会
１９
時
。
組

織
部
会
１９
時
。

６
月
５
日
（
金
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
保
険

診
療
対
策
部
会
２０
時
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
料
に
つ
い
て
、
「
イ
医

師
に
よ
る
場
合
（
１
）
初
回
８

０
０
点
」
を
算
定
し
た
月
に
お

い
て
、
２
回
目
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
医
師
が
実
施
し
た
場

合
、
ど
の
点
数
を
算
定
し
ま
す

か
。

（
Ａ
）「
イ
（
２
）
②
月
の
２
回

目
５
０
０
点
」
を
算
定
し
ま

す
。〈
事
務
連
絡
（
令
和
６
年

３
月
２８
日
）
問
１
３
０
よ
り
〉

（
Ｑ
）
通
院
が
困
難
で
在
宅
療
養

を
行
う
患
者
に
つ
い
て
、
訪
問

薬
剤
管
理
指
導
の
必
要
を
認
め

た
際
に
患
者
の
同
意
を
得
て
、

診
療
状
況
を
示
す
文
書
を
添
え

た
必
要
な
情
報
を
保
険
薬
局
へ

提
供
し
た
場
合
、
ど
の
点
数
を

算
定
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
診
療
情
報
提
供
料
（
Ⅰ
）

２
５
０
点
が
算
定
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
の
居
宅
療

養
管
理
指
導
費
を
算
定
し
て
い

る
場
合
に
は
算
定
で
き
ま
せ

ん
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
同
一
日
に
同
じ
患
者
に
対

し
、
一
部
の
薬
剤
を
院
内
で
処

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○医
岩
泉
　
九
二
夫
氏

（
横
浜
市
港
南
区
）

　

２
月
４
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
８７
歳
。

方
し
、
そ
の
他
の
薬
剤
を
院
外

処
方
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

（
Ａ
）
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
①
緊
急
や
む
を
得
な

い
場
合
（
常
時
院
外
処
方
し
て

い
る
が
症
状
等
か
ら
緊
急
投
薬

の
必
要
が
あ
っ
て
臨
時
的
に
院

内
処
方
し
た
場
合
、
常
時
院
内

処
方
し
て
い
る
が
常
備
し
て
い

な
い
薬
剤
を
緊
急
・
臨
時
的
に

処
方
箋
に
よ
り
投
薬
し
た
場

合
）
、
②
抜
歯
直
後
等
の
た
め

頓
服
薬
を
院
内
処
方
し
、
そ
の

他
の
薬
剤
は
処
方
箋
に
よ
る
場

合
―
以
上
の
場
合
は
認
め
ら
れ

る
た
め
、
摘
要
欄
に
院
内
処
方

と
院
外
処
方
が
同
一
日
と
な
っ

た
理
由
と
日
付
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。訃　

報

　

と
ざ
い
、
と
ー
ざ
い
。
柳
の

下
に
二
匹
目
の
ド
ジ
ョ
ウ
は
無

け
れ
ど
、
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打

つ
の
が
世
の
理
で
。

　

『
国
宝
』
が
興
行
収
入
２
０

０
億
円
超
え
と
い
う
金
字
塔
を

建
て
た
ば
か
り
で
二
番
煎
じ
の

歌
舞
伎
も
の
は
飽
き
た
筈
。
だ

が
永
井
紗
耶
子
に
よ
る
原
作

い
も
の
が
あ
る
な
ど
、
現
場
の

困
窮
を
伝
え
ま
し
た
。
４
月
６

日
時
点
で
供
給
停
止
医
薬
品
１

千
１
６
４
品
目
（
う
ち
、
８
０

８
品
は
薬
価
削
除
に
よ
る
停

止
）
を
記
載
し
た
供
給
困
難
な

医
薬
品
リ
ス
ト
を
渡
辺
氏
か
ら

渡
し
ま
し
た
。
医
薬
品
の
他
、

地
域
医
療
の
懇
談
を
し
ま
し

た
。

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の

医
療
機
関
よ
り
、
県
支
払
基
金

や
県
国
保
連
合
会
か
ら
の
査
定

（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
以
下
が
今
月

の
主
な
査
定
相
談
事
例
で
あ

り
、
次
月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
時

に
は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
納
得
で
き
な
い
査
定
内

容
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
再

審
査
請
求
を
お
願
い
し
た
い
。

◇

（
Ｑ
）
処
置
を
行
う
際
に
一
緒

に
検
体
採
取
を
行
い
、
病
理
組

織
標
本
作
製
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
採
取
料
が
な
い
と
返
戻
さ

れ
た
。

（
Ａ
）
原
則
、
病
理
の
点
数
は

検
体
採
取
料
と
一
緒
に
算
定
す

べ
き
で
あ
る
が
、
処
置
等
の
際

に
採
取
し
た
も
の
で
、
採
取
の

手
技
料
が
上
が
ら
な
い
場
合
に

は
、
ど
の
よ
う
に
検
体
を
と
っ

た
か
詳
記
を
つ
け
る
必
要
が
あ

る
。

（
Ｑ
）
在
宅
時
医
学
総
合
管
理

料
（
月
２
回
／
別
に
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
状
態
）
と
包
括

的
支
援
加
算
の
算
定
を
行
っ
た

と
こ
ろ
返
戻
さ
れ
た
。

『
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち
』
を
読
了

し
て
い
た
の
で
、
そ
の
映
像
化

に
そ
そ
ら
れ
劇
場
で
鑑
賞
し
た
。

　

原
作
を
読
ん
だ
贔
屓
目
か
も

し
れ
な
い
が
、
映
画
『
木
挽
町

の
あ
だ
討
ち
』
は
『
国
宝
』
に

負
け
ず
劣
ら
ず
面
白
か
っ
た
。

　

そ
も
原
作
は
直
木
賞
・
山
本

周
五
郎
賞
Ｗ
受
賞
の
逸
品
、
す

ば
ら
し
い
ミ
ス
テ
リ
ー
時
代
小

説
で
あ
る
。
そ
の
書
評
は
ま
た

の
機
会
に
割
愛
す
る
と
し
て
、

本
作
映
画
は
巧
み
に
原
作
を
ア

レ
ン
ジ
、
見
事
に
演
じ
変
え
て

い
る
。

　

あ
ら
す
じ
は
小
説
同
様
、
人

情
て
ん
こ
盛
り
の
江
戸
ミ
ス
テ

リ
ー
だ
。
江
戸
時
代
（
文
化
７

年
）
睦
月
晦
日
の
夜
、
木
挽
町

の
芝
居
小
屋
「
森
田
座
」
そ
ば

の
空
き
地
で
紅
顔
の
若
衆
、
菊

の
助
が
父
の
仇
討
ち
を
遂
げ
、

多
勢
の
野
次
馬
の
目
前
で
仇
、

作
兵
衛
の
首
を
上
げ
る
。

　

こ
の
事
件
は
芝
居
小
屋
か
ら

捌
け
た
多
く
の
観
客
に
目
撃
さ

れ
美
談
と
化
し
た
が
、
そ
の
裏

に
は
隠
さ
れ
た
秘
密
が
あ
っ
た
。

　

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
張

り
の
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
主

役
を
演
じ
た
柄
本
佑
は
「
刑
事

コ
ロ
ン
ボ
」を
参
考
に
し
た
と

い
う
。
監
督
は
テ
レ
ビ
で
の
活

躍
が
多
い
源
孝
志
、
そ
の
せ
い

か
映
画
全
編
は
昭
和
の
「
ミ
ッ

シ
ョ
ン

：

イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
」、

ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
登
場
前
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　

極
秘
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
統
括

す
る
の
は
劇
作
者
の
篠
田
金
治

だ
。
渡
辺
謙
は
唯
一
『
国
宝
』

と
ダ
ブ
る
キ
ャ
ス
ト
だ
が
、
本

作
で
は
女
形
と
違
い
本
領
発

揮
、
生
き
生
き
と
金
治
や
四
十

七
士
の
矢
間
を
演
じ
て
い
る
。

他
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
適
役

が
揃
い
に
揃
っ
て
い
る
。
特
に

北
村
一
輝
演
じ
る
作
兵
衛
は
登

場
と
共
に
劇
場
の
あ
ち
こ
ち
で

洟
を
啜
る
音
が
き
こ
え
、
善
悪

兼
用
の
存
在
感
は
西
田
敏
行
を

想
わ
せ
る
。

　

良
い
原
作
か
ら
独
り
立
ち
し

た
良
い
映
画
は
メ
デ
ィ
ア
の
多

様
性
を
具
現
、
一
粒
で
二
度
三

度
お
い
し
い
の
は
勿
論
、
ま
っ

た
く
違
う
味
わ
い
で
も
ホ
ッ
と

で
き
る
上
質
の
菓
子
の
様
だ
。

　

玉
露
よ
り
旨
い
時
代
劇
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
と
く
と

御
覧
あ
れ

―
。

　

地
元
選
出
の
国
会
議
員
で
あ

る
丸
田
康
一
郎
衆
議
院
議
員
と

懇
談
の
機
会
が
あ
り
、
大
和
市

議
会
議
員
中
村
一
夫
氏
と
薬
剤

師
渡
辺
幸
一
氏
と
４
月
２５
日
に

議
員
事
務
所
へ
赴
き
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
追
加
負
担
と
医
薬
品
の

安
定
供
給
の
問
題
を
中
心
に
訴

え
て
き
ま
し
た
。

　

医
療
法
改
正
案
に
つ
き
、
高

市
首
相
を
テ
レ
ビ
で
見
た
が
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
追
加
負
担
は
、

社
会
保
険
料
（
以
下
保
険
料
）

の
負
担
軽
減
に
な
ら
ず
現
役
世

代
直
撃
。
ロ
キ
ソ
ニ
ン
は
腰
痛
、

関
節
痛
以
外
に
月
経
困
難
の
方

に
も
使
用
。
ム
コ
ダ
イ
ン
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
）
に
、
花
粉
症
の
際
の
ア
レ

グ
ラ
や
皆
が
良
く
使
う
薬
の
追

加
負
担
で
現
役
世
代
を
直
撃
。

例
え
ば
ヒ
ル
ド
イ
ド
は
、
ア
ト

ピ
ー
で
皮
膚
が
弱
い
お
子
さ
ん

の
い
る
世
帯
で
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
。
通
院
中
の
保
育
園
で
働

く
方
の
孫
も
ヒ
ル
ド
イ
ド
を
使

用
、
通
院
し
て
い
る
他
の
方
か

ら
も
、
ヒ
ル
ド
イ
ド
が
使
え
な

い
と
困
る
と
言
わ
れ
た
話
を
し

ま
し
た
。
追
加
負
担
に
よ
る
保

団
連
と
保
険
医
協
会
の
ポ
ス
タ

ー
を
み
て
懇
談
。
保
団
連
試
算

だ
と
保
険
料
は
月
６３
円
、
保
険

医
協
会
だ
と
月
３３
円
し
か
減
ら

な
い
。
要
は
追
加
負
担
し
て
も

保
険
料
は
た
い
し
て
減
っ
て
い

な
い
事
を
説
明
。
今
ま
で
治
療

を
受
け
て
い
る
人
が
治
療
を
中

断
に
な
り
、
何
の
た
め
に
保
険

料
を
払
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

話
に
な
る
。
法
律
は
附
帯
決
議

が
つ
い
て
い
る
か
ら
、
厚
労
省

は
薬
以
外
を
考
え
て
い
な
い
と

言
う
が
、
他
の
保
険
点
数
の
つ

い
て
い
る
診
療
行
為
を
保
険
外

し
す
る
懸
念
が
あ
り
、
医
療
保

険
制
度
の
根
幹
が
崩
れ
る
と
話

し
ま
し
た
。

　

薬
剤
師
渡
辺
幸
一
氏
か
ら
は

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
薬
剤
が
流

れ
る
と
医
療
用
の
原
料
が
Ｏ
Ｔ

Ｃ
に
流
れ
不
足
し
て
し
ま
う
」

と
説
明
。
薬
を
処
方
し
薬
局
か

ら
薬
が
無
い
と
い
う
連
絡
が
あ

る
が
、
代
わ
り
の
薬
も
無
く
診

療
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
と
訴

え
ま
し
た
。
先
発
医
薬
品
が
製

造
中
止
し
後
発
医
薬
品
し
か
無

和
製
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

：

イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
」

横
浜
市
旭
区

徐　

み
つ
子

「
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち
」

シ ネ マ 考

「木挽町のあだ討ち」

2026年2月27日全国公開
配給：東映

Ⓒ2026「木挽町のあだ討ち」製作委員会
Ⓒ2023 永井紗耶子／新潮社

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
と

包
括
的
支
援
加
算
の
併
算
定
は
？

医
科
・
今
月
の
査
定
、
返
戻
相
談
事
例

（
Ａ
）
在
宅
時
医
学
総
合
管
理

料
（
月
２
回
／
別
に
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
状
態
）
と
包
括

的
支
援
加
算
の
併
算
定
は
で
き

な
い
。
包
括
的
支
援
加
算
を
削

除
し
て
再
請
求
を
行
う
。

（
Ｑ
）
発
熱
の
あ
る
患
者
に

SA
R

S-C
oV

-2

核
酸
検
出
が
陰

性
だ
っ
た
た
め
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
核
酸
検
出
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、SA

R
S-C

oV
-2

・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
核
酸
同
時
検
出
が
査

定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
別
々
に
行
っ
た
検
査
で

あ
れ
ば
同
時
検
出
で
は
な
く
、

個
別
項
目
と
し
て
算
定
可
能
。

別
々
に
行
っ
た
旨
の
症
状
詳
記

を
行
い
、
再
請
求
を
行
う
。

※
査
定
事
由
Ａ
～
Ｄ
概
要

Ａ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
医
学
的
に
保
険
診
療
上

適
応
と
な
ら
な
い
も
の

Ｂ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
医
学
的
に
保
険
診
療
上

過
剰
・
重
複
と
な
る
も
の

Ｃ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
Ａ
・
Ｂ
以
外
で
医
学
的
に

保
険
診
療
上
適
当
で
な
い
も
の

Ｄ

：

告
示
・
通
知
の
算
定
要

件
に
合
致
し
て
い
な
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の

＊
協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容

に
関
す
る
ご
相
談
の
際
に

は
、
増
減
点
連
絡
書
を
お
手

元
に
ご
用
意
の
上
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
追
加
負
担
は
現
役
世
代
直
撃
、

地
元
国
会
議
員
に
訴
え

大
和
市
　
小
柳　

光
仁

左から丸田議員、小柳理事、渡辺氏、中村市議
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月5・15日号）は、会員からの投稿を中月5・15日号）は、会員からの投稿を中

心に作成いたします。下記の自由投稿心に作成いたします。下記の自由投稿

のほか、随筆、写真・絵画、俳句・短のほか、随筆、写真・絵画、俳句・短

歌などの投稿もお待ちしております。歌などの投稿もお待ちしております。

《投稿テーマ》なし（自由）《投稿テーマ》なし（自由）

《文字数》 700文字以内“厳守”《文字数》 700文字以内“厳守”

《締切り》 6月15日（月）必着 《締切り》 6月15日（月）必着 

《送付先》郵送、FAX、メール《送付先》郵送、FAX、メール

〈kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp〉 等 で〈kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp〉 等 で

お送りください。お送りください。

ご不明点は新聞部までご不明点は新聞部まで（ ℡ 045-313-2111）。（ ℡ 045-313-2111）。

※ 投稿は会員本人からの作品のみを受け付※ 投稿は会員本人からの作品のみを受け付

けさせていただきます。投稿者には薄謝けさせていただきます。投稿者には薄謝

を進呈いたしますを進呈いたします。。


